
 

 

ＳＮＳの闇 

 

 

 

ぼくの一番身近な犯罪といえば、ＳＮＳが

挙げられる。インスタグラムは、きれいな写

真や動画で世界とつながることができるア

プリだ。正しく使えばとてもおもしろいアプ

リだ。しかしその反面、知らない人からとつ

ぜん、多額のお金を請求する詐欺のようなメ

ッセージが届くことがある。また、時には人

の写真にバカなどの悪口が書き込まれてい

ることがある。バカと書いた人はちょっとし

たイタズラの気持ちかもしれないが、書かれ

た方はどう思うだろうか。傷つきはしないだ

ろうか。ＳＮＳは本当に身近にあるが何が起

こるかわからないこわい場所だと思う。日常

生活では警察が守ってくれるがネット上で

は守ってくれる人はいない。最近ＳＮＳにつ

いて考えたことを二つ書こうと思う。一つ目

は、少し前、タレントのりゅうちぇるさんが

亡くなったことだ。ツイッターを中心とする

誹謗中傷にたえられず、自殺してしまった。

ツイッターでは「ブス！死ね！」というコメ

ントがあり、それに対してりゅうちぇるさん

は「ぼくは可愛いし、生きます」と返信して

いる。りゅうちぇるさんはどれほど心が傷つ

いたことだろう。メッセージだけでは伝わり

にくいが心を痛めながら返信したのだとぼ

くは思う。そういう人の気持ちを考えない人

が調子に乗って誹謗中傷をくり返し、りゅう

ちぇるさんを死に追い込んだのだと思う。も

っと早く誰かが気がついたら、助けることが

できたのだろうか。りゅうちぇるさんが性的

少数者だったからと言ってＳＮＳで悪口を

言っていい理由にはならない。ぼくはドイツ

の性的少数者の人に会ったことがあるが、ふ

つうの人と何一つ変わらなかった。りゅうち

ぇるさんを誹謗中傷した人は、りゅうちぇる

さんが性的少数者であること以外、彼の何を

知っていたのだろうか。りゅうちぇるさんが

自殺した後、証拠隠滅のためメッセージを消 
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した人がいる。だがデジタルタトゥーと言う

言葉があり、一度世界に流出したものを完全

に消すことはできない。どうせ消すぐらいだ

ったら最初から悪口を伝えなければいいと

思う。悪口を言われてうれしい人はこの世に

いない。二つ目は最近見たリトルマーメイド

という映画だ。主人公のアリエルはアニメで

は白い肌、赤い髪でえがかれているが、映画

では黒人である。それに対してＳＮＳでは、

「こんなの私のアリエルではない」、「黒い肌

のアリエルなんて変」と言った誹謗中傷があ

ふれていた。ツイッターでは＃ＮｏｔＭｙＡ

ｒｉｅｌというハッシュタグが一気に広が

った。これもりゅうちぇるさんの問題と似て

いる。性的少数者、黒人、なぜそれだけの理

由で、ＳＮＳで非難されたり、批判されたり

するのだろうか。世の中は多様性を認めてい

こうとしているのに、ＳＮＳの世界は全く逆

だ。日本国憲法では基本的人権を尊重するこ

とがうたわれているが、現実は全然そうじゃ

ない。他人を誹謗中傷する人は、自分の人生

に満足していないのではないだろうか。人を

け落とすことで、自分の人生を明るくみせて

いるつもりかもしれない。でもそれはまちが

っているとぼくは思う。人生は自分の力でし

か明るくすることはできない。これはぼくの

担任の先生が言ったことだが「差別したら、

自分も差別される」ということだ。差別され

たり、悪口を言われたりしてうれしい人なん

ていない。人にはそれぞれいいところや悪い

ところがある。だが、それをマイナスにとら

えて誹謗中傷し合うのではなく、プラスにと

らえてお互い多様性を認め合いませんか。 

  


